
 

 

 

 

令和５年度宇治市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本市の農業は、西部では巨椋池干拓田、槇島既成田など比較的平坦な立地条件の中で、

水稲を中心に野菜、花きなどを組み合わせた生産が行われており、宇治川沿いの中央部で

は伝統産業である宇治茶を中心とした農業生産が展開されている。また、山林が広がる東

部では林業のほかに水稲、花き、椎茸などの生産が行われている。 

近年は、農業経営の発展・効率化を図る中で、都市近郊の立地を活かし、一部の農家で

施設園芸の導入が盛んとなっている。 

しかし一方で、都市化の進行に伴う兼業農家率の増加、農業者の高齢化や後継者不足に

よる荒廃農地や不作付田の増加が懸念されるため、担い手の確保・育成、担い手への農地

利用集積を積極的に推進する必要がある。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 都市近郊の立地で、農作物への大きな需要が見込める中で、消費者が何を求めているの

か、様々な情報収集に努めて、高収益作物への転換を図り、地域の農産物のブランド化に

取り組んでいく。 

 低コスト生産技術の導入・普及を進め、農地中間管理機構などを活用し、農地の集積・

集約化を図り、農業生産の効率化を進めていく。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 畑作物の生産が続いている水田については、水田の利用状況についても水田台帳等を用

いて農地の作付状況とともに定期的に点検し、点検結果を受けて、地域の意見をまとめた

京力農場プランなどに基づき、高収益作物等への転換及び畑地化支援を活用した畑地化の

必要性を含めて、将来の農地活用方法について検討を進める。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

前年の需要動向や集荷業者等の意向を勘案しつつ、米の生産を行うとともに、低農薬

栽培米の生産促進による売れる米作りを目指す。また、ニーズに対応した業務用米の生

産と安定取引の推進を図る。 

また、米政策の見直しに関しては、 

・耕作放棄地の発生防止を図ることを目標に、需要のある作物の作付推進を行うこと 

  ・国や京都府から提供される水田作物の需給情報を迅速に提供していくこと 

以上を対応方針とする。 

 

（２）備蓄米 

  生産者が生産する時は、農業再生協議会として支援を行っていく。 

 

 



 

 

 

（３）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

生産者が生産する時は、農業再生協議会として支援を行っていく。 

 

  イ 米粉用米 

生産者が生産する時は、農業再生協議会として支援を行っていく。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

新たな販路開拓に向けて、情報収集及び研究を行っていく。 

 

  エ WCS用稲 

生産者が生産する時は、農業再生協議会として支援を行っていく。 

 

  オ 加工用米 

産地交付金を活用しつつ地元の実需者との結びつきを強化し、生産の拡大を図って

いく。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

生産者が生産する時は、農業再生協議会として支援を行っていく。 

 

（５）そば、なたね 

生産者が生産する時は、農業再生協議会として支援を行っていく。 

 

（６）地力増進作物 

  生産者が生産する時は、農業再生協議会として支援を行っていく。 

 

（７）高収益作物 

ブロッコリー・伏見とうがらし・万願寺とうがらし・みず菜・キャベツ・ねぎ・

なす・ほうれんそう・とうもろこし・花き・花壇苗を振興作物として作付面積の拡

大を図る。 

また、本市の特産品である玉露・てん茶等の高級茶の生産を振興し、市内産宇治

茶のブランドの確立を図るとともに、現行の作付面積の維持を図る。 

 

（８）畑地化 

  水稲（水張り）を組み入れない作付体系が数年以上定着している水田については、
農業再生協議会として畑地化支援を活用した畑地化支援を行っていく。 

 


